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ド　extension 　lingual　arch ，下顎第三 大臼歯 下顎臼歯 の 遠心移動．反対咬合

　思 春 期性成長 期 以 後 の 女 子 反対 咬 合 4 治 験 例

　　　　　　　　　を提示 し．小臼歯抜歯 に 代 わ る下 顎

臼 歯 遠 心 移 動 に よ る 治 療 法 に 関 し て ，装置，適応症，臼

歯 の 遠心 移動量，他の 治療 法 と培較 した長 所，今後 の 課

題 な ど に つ い て 検討 し た ．

　 1．使 用 した装置 は マ ル チ ブ ラ ケ ッ ト装置 と　distal
extension 　lingual　 arch を併用 した もの で あ る．

　 2 ．成人 反対咬合症例 で の 適応 症 の 条 件 は 以 下 の 通 り

で あ る ：  下顎歯列弓の arch 　length　discrepancy．が 小

さい ，  下 顎 前 歯 が舌 側 傾 斜 して い る，  顔貌が 比 較 的

良好，  上 下顎 第
一

大 臼歯 の 咬 合関 係 が tll級，  下顎 第

二 大 臼 歯後 方 に 臼歯遠心移動 に 必 要 な ス ペ ース が認 め ら

れ る．

　 3 ．混合歯列期 を 中心 と した 過 去 の 報 告で は 第二 大 臼

歯 萌 出以 後 で の 大 臼 歯遠 心 移 動 は 難 しい と され て きた．

本 治療 法 に よ り達 成 さ れ 保持 さ れ た ド顎 第
一

大 臼歯 の 遠

心移 動 量 は，研 究 対 象 が 第 二 大 N 歯 が 萌 出 し て い る 成 人

で あ る に も 関わ らず片 側 平 均 3．4mm と 過 去 の 報 告 と比

べ て 著 し く大 き い も の で あ っ た ，

　 4 ．本 治 療 法 で は下 顎 前 歯 歯 軸 の コ ン トロ
ー

ル ，下 顎

臼 歯 の 整 直 を 僻 う 遠 心 移 動 が ，従 来 の 顎 外固定法 な ど と

比 較 し，最 小 限 度 の 患 者の 協 力 で 確 実 か つ 速 や か に 遂 行

され ，正 常 な前 歯被蓋 関係，臼 歯 の 緊密 な 咬合．良好 な

顔貌 を 獲得す る こ と が で きた．

　　　　　　　（日矯歯言志　　55 （5）：404 〜415 ，1996 ）

　　 Treatment 　by　distalization　of　Iower

posterior　teeth 　without 　premolar 　extraction

　 『 Case 　reports 　of　the　four　Class　III

　　　　　after 　pubertal 　growth 一

ness 　 alld 　indication　 of 　the　Iuodified 　lingual　 arch 　apPli −

ance 　（distal　 extension 　lingual　 arch 　 apPljance ）　con ユ
ー

billed　 with 　the　 nlulti −bracket　 appliance 　in　distaliza−

tion　of 　lower　posterior 　teeth 　in　some 　of 　Class　I亅I　cases ．

　 Four 　 females　　　　　　　　　　　　　 were 　 aH 　 anterior

crossbite 　 cases 　 with 　severe 　Class　 III　 molar 　 relation ．

ship ，　 After　 extraction 　 of 　lo“・er 　third 　 molars ，　 other

lower　molars 　were 　1皿 oved 　bodily　and 　distally　without

extrusk 〕n 　by　finger　springs 　soldered 　tD　the　distal

extension 　bar　of 　the　lingual　 arch 　c ⊂｝mbined 　with 　the

mUlti 　 braCket　 apP ［ianCe，

　 Results　 wcre 　 as　fo110ws：  In　 each 　 case ，　 anterior

crossbite 　 was 　 corrected 　 and 　 Class　 III　 nlolar 　 relation −

ship 　was 　treated　to　almost 　Class　 I．  With 　a　follow

uP 　period　of 　at　least　one 　year 　after 　active 　treat1皿 en 匸，
all　the　cases 　 are 　showing 　stable 　 and 　sufficient 　inter．

cuspation ，　 and 　are 　saved 　frQln　excessive 　lillgual　incli・

nation 　 of 　their　low℃ r　incis（エrs．

　These 　cases 　presented　here　clearlydemonstrate 　that

the　distal　extension 　lingual　arch 　combined 　with 　multi

bracket　apphance 　 rnakes 　it　p 〔，ssible 　to　 lnove 　lower

posterior　teeth 　bodily，　 distally　arld 　steadily ，　 From

these　results ，　 it　is　suggested 　that　our 　techllique　is
indicated　for　the　Class　III　 cases 　 charcterized 　as 　fol．

lows ；1）mnd 　lower　arch 　lerlgth　discrepancy，2）

severe 　lingual　inclination　of　lower　incis（，rs．3）almost

neutral 　facial　type ，1）　severe 　Class　III　Inolar 　relati 〔〕n ．

ship，5）　sufficient　space 　behind　Iower　secDnd 　 rrl  lars

for　m ぐ）1ar　distalization．

　　　（J．」pn ．　Orthod．　Soc，55 （5）：404 〜415 ，1996 ）

The 〔，bjective　of 　this　report 　is　to　evaluate 　effective 一
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緒 言

　矯 正 治療 に お け る抜歯の 必 要性 に つ い て は Angle

と Case の 論争以後，　 Tweed ，　Steinerら に よ り抜 歯 に

よ る 治療体系 が 確i立 さ れ，arch 　length　discrepancy
， 上

’
ド顎 前歯歯軸 ，

overjet
，
　overbite ，上 下 顎 骨 の 位置 や 大

き さ ， 顔貌 な ど を総合的 に 判断 し て 抜歯部位 を決定

す る考 え 方 が 定着 して きた．

　し か し 白人 に 比 べ 日本 人 に 多 い 反 対咬合，特に成 人

の 反対咬合症例で は，arch 　length　discrepancy，下顎

前歯歯軸，顔貌 な ど よ りも，overjet ，　overbite の 改善

を 優先 し て 抜 歯部位 を 決定す る傾向が 強 い ．下 顎 の

arch 　length　discrepancyが 小 さ く下顎前歯 が 舌側傾

斜 して い る症例 で 小 臼歯 を抜歯 をす る と，下顎前歯 の

著 し い 舌側傾斜 に よ る顔貌 の 悪化．抜歯空隙 の 残存，

下顎 臼歯部 の 近 心傾斜 に よ る側方歯部開咬 の 出現な ど

の 問題点が 生 じ る こ と も報告 され て い る．に もか か わ

ら ず こ の よ うな 症例 で 小 臼歯抜歯 に よ る 治療が
一

般 的

に 行 わ れ て い る の は，上 顎大 臼 歯 に 比 べ 下顎大 臼歯 の

遠 心 移動 に つ い て の 報告 の ほ と ん ど が 動的治療 の
一

時

期 に お け る 断片的 な もの で あ る
1−7 ）

こ と に よ る．下顎 大

臼歯 を 含 め た 大 臼 歯 の 遠 心 移動 が よ り容 易 に ，確実 に ，

速 や か に 行 う こ とが で き，歯 列 弓 の 後 方部 の ス ペ ース

を よ り有効 に 利用 す る こ と が 可能 と な れ ば，機能 し て

い る 健全 な 永 久 歯 な ど の 抜歯 を減 ら し，患 者 あ る い は

他 の 分野 の 歯科医 の 支持 を高め，矯 止 治療 を よ り普遍

的な もの と す る こ と が で き ，矯 正 学的 に 有意義 な こ と

と 考えられ る．

　そ こ で著者 ら は数年前よ りマ ル チ ブ ラ ケ ッ ト装置 と

distal　extensi （m 　lingual　arch1 ，
と い う簡便な装置 を併

用 し下顎 臼 歯部 を確実 に遠心 に 移動す る方法 を試 み ，

臨床応用 し て きた ．今回 は そ れ ら の う ち ， 成人 の 反 対

咬合 4治 験 例を供 覧 し，本治療法 の 適応症，下顎 臼歯

部 の 移動量 治癒機転，今後 の 課題 な ど に つ い て 検討

した の で 報告 す る．

資料お よび方法

1．資　料

　資料 は 鶴見大学歯学部附属病院矯 正 科 に 来院 し た 患

者 の う ち ，思春期性成長 の ス パ ート期 以 後 に 反 対咬合

を 主訴 と して 来院 し，小臼歯抜歯 を行わず （下顎第 二

大 臼 歯 が 存在 し 埋伏 す る も の に っ い て は こ れ を抜歯

後），18歳 以 後 に マ ル チ ブ ラ ケ ッ ト装置 と下顎 exten −

sion 　lingual　 arch （図 1） を装着 し，大 臼 歯 を 含 む 下

顎 臼 歯 の 遠心移動 を行 い 良好 な 治療結果 を得，動的治

療終了後 1 年以 上 経過 して い る 4 治 験 例 で あ る．成長

が ほ ぼ 終 了 し た 症 例 に 限 っ て 検索 し た の は，臨床上可

能 な 下顎大 臼 歯 の 遠心移動量 に っ い て で き る だ け 止 確

に 評価 す る た め で あ る

図 1extension 　Iingual　 arch ：下顎 第二 大 臼

　　 歯 遠 心 移 動 時〔上 ），下 顎 第
一大 臼歯遠心

　　 移 動 時 （下 ）

　症例 1 ，2 の 初診時年齢 は そ れ ぞ れ

　　　　 で 上 顎 前 方 牽 引 装 置 を使 用 後中 断期間 が あ

り，そ の 後 マ ル チ ブ ラ ケ ッ ト装置 に よ る 動的治療 を再

開した ．症例 3 ，4 は 初診時

　 の 成人症例 で あ っ た ．ま た 症 例 2 ，4 は上 下顎前歯

歯軸 な ど か ら小 臼 歯抜歯 との border】jne　case と 考 え

られ た も の で あ る．上 顎第 三 大 臼 歯が 存在 す る もの に

つ い て は，対合す る下顎第 三 大 臼歯 が な い 場 合， あ る

い は 埋 伏 し上 顎第 二 大 臼歯の 配列 に 悪影響 を 及 ぼ す ・∫

能性 が あ る 場合な ど は原則 と し て 抜歯す る こ と と し

た．

II．方　法

　顔 面 写真，凵腔 内写真，側面頭部 エ ッ ク ス 線規格写

真 （セ フ ァ ロ グ ラ ム ），パ ノ ラ マ エ ッ ク ス 線写真を用 い ，

初診時 （A ），マ ル チ ブ ラ ケ ッ ト装置お よ び下顎 exten ・

sion 　lillgual　 arch 装着時 （A
’
） （マ ル チ ブ ラ ケ ッ ト装

置 に よ る 治療開始 ま で 中断期間 を お い た 症 例 L2 の

み に つ い て 採得）、動的治 療終 r時 （B ），最終資料採

得時 （C ＞ の 資料 を用 い ， 4症例 の 治癒機転，下顎大

臼歯 の 速心移動量 に っ い て 検討 し た，

　 な お ，左 右側 上 下顎 第
一

大 臼歯 の III級関係 の 程度 に

つ い て は，中心咬合位 の 模型上 で 上顎第
一

大 臼歯 の 近

心 頬側咬頭 に 対 し 下顎 第
一

大 Fr歯頬側面 溝 が 何 mln

近心位 に あ るdi＞ を 計測 し実測 長 で 示 した 、

　 また，パ ノ ラ マ エ ッ ク ス 線写真 を利用 し下顎枝 の 解

剖学的形態 か ら推定 した 下顎大 臼歯遠 心 移動量 の 理論

N 工工
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P
　 M2

posterior　 space 　（mm ）＝Px （模型 上 で の

M
，／パ ノ ラ マ エ ッ クス 線写真上 で の M 、）

　　 図 2posterior 　space の 計 測 法

的限界値 （posterior　 space 　 for　 mandibular 　 molar

distal　 movement 　 estimated 　from 　panoramic 　 radio −

graph ，以 下 posterior　space と略 す〉を，下顎第 三 大

臼歯萌出 に つ い て の 谷田部
8
切 方法 を modify し 図 2

の よ うに 計測 し た．す な わ ち，下顎第 二 小 臼 歯，第
一

大 臼歯 第 二 大臼歯 の 接触点を結 ん だ 線 の 延長線 が 下

顎枝前縁 の 内斜線 と交わ る 点 と下 顎第二 大 臼 歯遠 心 面

ま で の 距離 （P ） を計測 し，こ れ に （実 際 の 下 顎 第 二

大 臼歯幅径）／（パ ノ ラ マ エ ッ ク ス 線写真上 の 下 顎 第 二

大臼歯幅径 ） を 掛 け た もの を posterior 　space （mm ）

と した．

　下顎大 臼 歯 の 実際の 遠 心 移動量 に つ い て は ， 左 右側

そ れ ぞ れ の 下顎 の 重 ね 合 わ せ を使 用 し，各治療段階 A
（症例 1 ，2 に つ い て は A

’
），B 時 の そ れ ぞ れ の M

。 （下

顎 第
一・

大 臼 歯 の 中点 〉 の 距離 と して 計測 した．

結 果

症例 1 ；初 診時年齢　　　　　　．女子，

　 1 ）初診時 の 所見 （図 3 ）：顔貌 は straight 　type で

而 長 ．overjet −
（1．5　mm ，　overbite 　1．O　mm ，下 顎 σ）arch

length　discrepancy は
一2．6　mm ， ヒ下顎第

一
大 臼 歯

の 咬合関係 は右側 で 5．6nlm ，左側 で 8．2mnl 　 III級 を

示 した ，ま た，上 下 顎 左 右側第 三 大臼歯歯胚 が 認 め ら

れ た．下顎骨 は 頭蓋底 に対 し前方位 に あ り，下顎角が

大 き く，下顎前歯 の 舌側傾斜 を 示 す 骨格膣下顎前突 と

診断 し た．

　 2）治療 方針 ：上顎 歯列 弓 の 前方転位 と 下顎骨 の 後

方転位 を 図 る た め ヒ顎前方牽引装置を使用 し，そ の 後

再診断す る こ と と した ．

　 3）治療経過 お よ び治療結果 （図 4〜 6 ）：上 顎 前 方

牽 引装置 を 1年間使 用 し，上下顎前歯部 の 被蓋関係 は

改善 し た．そ の 後転居 の た め 治療 を 中断 し た が ，約 3

年後 に 再 来 院 し 18 歳 4 カ 月時 に 再 診 断 を 行 っ た．

図 3　症 例 1 ：初 診 時 （A ，

　　 面 写 真 と ロ 腔 内写真

）の顔

overjet 　l．O　mm ，　overbite 　1．O　mm ，
一
ド顎歯列 弓 の arch

length　discrepancy− 4mm ，上 下 顎 第
一

大臼歯 の 咬合

関係 は 右側 で 5．3　mm ，左側 で 5．1　mm 　III級 を示 し た．
初 診 時 と比 較 し mandibular 　plane　angle が 大 き くな

り，い わ ゆ る high　ang 】e を呈 す る 骨格性反対咬合 と

診断 した ． ド顎第三 大 臼 歯抜歯後，」：

．
ド顎歯列弓 に マ

ル チ ブ ラ ケ ッ ト装置 を，さ ら に 下顎 に eXtension 　 lin・

gua工arch を 装着 し， 1年 4 カ 月 勤的治療 を 行 っ た．
overjet 　2．O　mm ，〔〕vcrbite 　l．5　mm ，上下顎 第

一・
大 臼歯

の III級関係 は 左側 は 1級 に 改善 さ れ た が ，右側 は　／．O
mm の III級 関係 が 残 っ た．再診断時 か らの 変化 と し て

は，卜顎 骨 の 後下方 へ の 移動，下顎大 臼歯の 遠心移動，
さ ら に と顎前歯 の唇側傾斜 上 顎大 臼歯挺 出 を 伴 う近

心 移動 な ど が 認 め られ た．一
方，下顎前歯 の 舌側 傾

斜 は み ら れ な か っ た が （L −1tQ　mp ： A
’
，　73．5

’
→ B ，74．

0
匚
）．挺 出が 認 め られ た．勤 的治療終 了 後 2 年 ／カ 月 後

（保定終了 後 ユ年 6 カ 月），overjet ，　overbite は 安定 し

て い た ．動的 治 療終了時
一

致 し て い た 上 下顎歯列弓 の

正 中線 は ，下顎 の 正 中線 が 0．5mm 左偏 した．ま た，
右側 犬 歯 が 遠心捻転 し，上 下 顎 第

一
大 臼 歯 の 咬合関係

は 左側 は 1級 で あ っ た が 右側 は 1．3nlm 　 III級 関係 を 示

した ．

症例 2 ：初 診 時 　　　　　 ，女 子 ．

　 1 ）初診時 の 所 見 （図 7 ）：側貌 は concave 　t》厂pe．
Overjet − 2．5　mm ，　 overbite ＋ 3．5　mm ，下顎 の arch

length　discrepancy − 2．4　mm ，上 下顎第
一

大 臼歯 の 咬

合関係 は 右 側 で 5．4mm ，左側 で 4．lmm 　III級関係 を

示 した．上 顎左側 お よ び
一
ド顎 左 右側第 三 大臼歯 の 存在

が 確認 さ れ た．下顎骨 は頭蓋底 に対 し前方位 に あ り，
上 顎前歯 の 唇側傾斜 を 示 す骨格性 下 顎 前 突 と診 断 し
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A
’ C A

’
C

　　　　　 図 4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 図 5

図 4　症 例 1 ：再 診 断 時　　　　　　　　　 と 動的治療後 2 年 1 カ 月時

図 5　症例 1 ：再診断時 と動的治 療後 2 年 1 カ月 時 の ロ 腔 内写 真

の 顔面 写 真

図 6　症 例 1 ：再診断時 　　　　　　　 と動的治療後 2年 1 カ 月時

の セ フ ァ ロ グ ラ ム とパ ノ ラマ エ ッ ク ス 線写 真

た ，な お ，構成咬合 の 採得 が 可 能 で あ り，機 能 的 要 因

も認 め られ た．

　 2 ）治療方針 ：上 顎歯列弓 の 前方転位 と下 顎 骨 の 後

方転位 を図 る た め 上顎前方牽引装置 を使用 し ， そ の 後

再診断 す る こ と と し た ．

　 3 ）治 療 経過 お よ び 治 療 結果 （図 8〜10）：上顎前方

牽 引装置 を 6 カ 月使用 し，overjet 　 O　mm ，　 overbite 　 O

mm ま で 咬合関係が 改善 し た が，そ の 後 本 人 の 都 合 に
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overjet 　2．O　mm ，　overbite ユ．5　mm ，上 下顎第
一

大 臼 歯

の 咬合関係 は 1 級 に 改善 され た．再 診 断時 か ら の 変化
は 下顎 骨 の 後 方 移 動，下顎大 臼 歯 の 遠 心 移動，下顎前

歯の 舌側傾斜 （挺 出 は み ら れ ず ），上 顎前歯 の 唇 側傾斜

E顎 臼 歯 の わ ず か な 挺出 を伴う近 心移動 な ど が 認 め

ら れ た ．動 的 治 療 1 年 1 カ 月後 （保定中），動的治療終「
r時 と比 較 し，mandibular 　plane　angle は 2ユ．6；→ 22．
O’，ANB は 一2．4’…・− 2．2c，　 U −1to　FH は 126．5’で 変

化 な く，Lltomp も 87．5’→88，6“と ほ と ん ど変化せ

ず ，大臼歯 の 1 級関係 も維持 さ れ ，咬合状態 も安定 し

て い た．

図 7　症 例 2 ：初診時

　　 面写真 とロ 腔 内写真

の 顔

よ り治療 を 中 断 した．約 1 年後 に 前歯部反対咬合 の 再

発 を 主 訴 と し て 再来院 し，　　 　　 時 に 再診断 を

行 っ た ．overjet − 　1．0　mm
，
　overbite 　1．8　mm ，下顎 歯

列 弓 の arch 　length　di9．　crepancy 〔O　mm ，上 下顎第
一・

大

臼 歯 の 咬合関係 は 左 右側 と もに 3．7mm 　III級関係 を示

した ， 初診時 と比較し下顎骨 が や や後方 回 転 し，ANB
は 一4．oc→ − 3．4

°
とわず か に改善 した が，依然 と して骨

格性 tll級 の 特徴 を示 し て い た．．ヒ顎 左 側 お よ び 左右側

下顎第 三 大 臼歯抜歯後 ，
マ ル チ ブ ラ ケ ッ ト装置 と 下顎

extension 　lingual　arch で 3 年間動的治療 を行 っ た．

症例 3 （図 11〜13）：　　　　　　　　　　 ，女 子，

　 1 ） 初診時 の 所 見 ：側 貌 は straight 　 type．　 over −

jet− 1・O　mrn ，　overbite 　1，2　mm ，下顎 の arch 　length
discrepancy − 1．2　mm ，上 下顎 の 第

一一
大 臼歯の 咬合 関

係 は右側 で 6．6mrn ，左側 で 5．9　mm 　III級関係 を示 し

た ．上 顎右側第 二 大 臼歯 の 欠如 が 認 め ら れ た．また ，
第三 大 臼 歯 は 下顎右側第 三 大臼歯 の み が存在 し，水平

埋 伏 して い た．

　下 顎 骨 は 大 き く前方位 を 示 し骨格性 の 要因 が 認 め ら

れた．ま た，下 顎 前歯が 舌側傾斜，上 顎 前歯 が 唇側傾

斜 し，機能的 に は 構成咬合 の 採得 が 可 能 で あ っ た ．

　 2）治療方針 ：下 顎 右 側 第 三 大 臼 歯抜歯後，マ ル チ

ブ ラ ケ ッ ト装置 と下顎 extension 　lingual　arch に よ り

下顎 臼歯 の 遠 心 移動 を行 い ，得 ら れ た ス ペ ー
ス を利用

し被蓋 の 改善 お よ び 咬 合 の 再構築 を行 う．ま た ， 上 顎

右 側 第 二 大 臼 歯 が 欠如 し て い る た め ，下顎右側第二 大

臼 歯 を遠 心 移 動 す る と 対合歯 が な くな る こ とが 予想 さ

A ’
C A ’

C

　 　 　 　 　 図 8
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 図 9
図 8 症例 2 ：再 診 断 時　　　　　　　　　と動 的 治療後 1 年 1 カ 月時
図 9　症例 2 ：再 診断時 と動的治療後 1年 1 カ 月時の 口 腔 内 写 真

の 顔 面写 真
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図 10 症 例 2 ：再 診断 時

　　　 月時

　 　 　 線 写 真

　　　　　　　と 動的治療後 1年 1 力

の セ フ ァ ロ グ ラム とパ ノラ マ エ ッ ク ス

A C A c

　 　 　 　 図 11

図 11　症 例 3 ：初 診 時 　　　　　　　　　 と 動的 治 療後 1 年 時

図 12　症 例 3 ：初 診時 と動 的治 療後 1年時の ロ 腔内写真

図 12

の 顔面写真

れ た た め，上 顎右側第
一

大 臼 歯 も遠心移動 し，第 二 小

臼 歯 と の 問 に ブ リッ ジ を装着す る こ と と し た．

　 3 ）治療経過 お よ び 治療結果 ：動的治療期間 は 1 年

3 カ 月，overjet ，　overbite は 改善 さ れ た．上顎右側第

一
大 臼 歯 と第 こ．二小臼歯 と の 間 に 接着性 ブ リ ッ ジ を装着

し，下顎右側第 二 大 臼歯 との 対合関係 を確立 し た た め

右 側 の 大 臼 歯咬合関係 は ln級 と な っ た ，また 左 側の 第

一一
大 臼 歯咬合関係 は 1．Omm 　III級関係 が 残 っ た ．下顎

骨 の 後方移動，下顎 大 臼 歯 の 遠 心 移動，下顎前歯 の 舌

側傾斜 と挺出， 上 顎 前歯 の 唇側傾斜 が 認 め られ た．動

的治療終了後 1 年 （C ；保定 中），動 的 治 療終 了 時 と比

較 し rnandibular 　plane　angle は 29．6’→ 29．4凵と ほ と ん
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図 13　症 例 3 ：初 診時　　　　　　　　　と動 的治 療 後 1年時

　　　　　　　　　 の セ フ ァ ロ グ ラ ム とパ ノ ラマ エ ッ クス 線写真

A c A C

　　　　　図 14 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図 15
図 14　症例 4 ：初 診 時 　　　　　　　　　　と 動的治療後 1年 1 カ月 時

図 15　症例 4 ：初 診時 と動的治療後 1年 1 カ月時の 口 腔 内写 真

の 顔 面写 真

ど変化 せ ず，ANB は
一1．3°→− 2．0’とわ ず か に 減 少 し

た．U −ltoFH は 127．r →124．S°とわず か に 舌側傾斜

した が，L −ltomp は 83．7’→ 842
°

と ほ と ん ど 変化 せ

ず ，臼 歯 の 咬合状態 も安定 し て い た．

症例 4 （図 14〜16）：初診時年齢　　　　　　　女 子 ．

　 1）初診 時 の 所 見 ：側 貌 は 軽 度 の COncave 　 type ．

〔｝verjet
− 1．Omm ，　 overbite 　 O．2　mm ，

『一
ド顎 の arch

Iength　discrepancyは
一1．2　mm ，上 下 顎 右 側 第

一大

臼 歯 の 咬合 関 係 は 5．4mm 　III級関係 を 示 し た ．上 顎 左

側第
一

大 臼 歯 が 抜歯 さ れ，第 二 大 臼 歯 が 近心傾斜 し，

第 二 小 臼 歯 と の 間 に 抜歯空 隙が 残存 して い る．こ れ ら

の 影 響 もあ り，左 側側方歯部 に cross 　biteが 認 め ら れ

た ．第三 大 臼歯は 上 顎左 側 の み 存在 し萌 出して い た ，
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図 16　症 例 4 ：初診時

　 　 　 時

　　　 写真

　　　　　　 と動的治 療後 1年 1 カ月

の セ フ ァ ロ グ ラ ム とパ ノ ラ マ エ ッ ク ス 線

本症例は．｝顎 左側第
一

大 臼歯の 欠如，上顎歯列弓幅径

が 小 さ い な どの 主 と して 歯槽性 の 要因 に よ る反対咬合

と診断 した．また ，mandibular 　planc　angle が 大 き い ，

gonial　angle が 大 き い ，上 顎 中切 歯が 唇側傾斜 して い

る，な どの 特徴 も認 め ら れ た．そ の 他 に 開 口 時左右側

顎 関節 に顎 関節雑音 （ク リ ッ ク音） が 認 め ら れ た が ，

疼痛，開 口 障害等 は な か っ た．

　 2 ） 治 療 方 針 ： マ ル チ ブ ラ ケ ッ ト 装 置 と 下 顎

extension 　lingual　arch に よ り下顎 臼 歯 の 遠心移動，

前歯部被蓋 の 改善 を 行 う．同時 に マ ル チ ブ ラ ケ ッ ト装

置 に よ り，上 顎 左 側 第
一大 臼 歯 の ス ペ ース の 閉鎖 と 上

顎 左 側第 二 ，第 三 大 臼 歯 の 整直 （upright ）を 行 う．

　 3 ）治療経過 お よ び 治療結果 ：動的治 療 期 間 は 2年

10 カ 月，前歯部被蓋 の 改善な ら び に 第
一

大 臼歯の 1 級

関 係 ， 側 方歯部 で の 緊密 な 咬合 が 確 立 さ れ た ．下顎骨

の 後方移動，下顎前歯 の 舌側傾斜 と挺出，下顎大 臼 歯

の 遠心移動．上 顎大 臼歯の 挺出を伴 う近 心移動，な ど

が 認 め られ た．動的治療後 1年 1カ 月 （C ：保定 中）

で 動的治療終了時 と比較 し，mandibular 　plane　 angle

は 36．6
°→36．9

一
とほ とん ど変化 な く ， 下顎 前歯は L −1to

nlp が 81．8°→ 84．sc と わ ず か に 唇側傾斜 した．一・
方，

上下顎第
一

大臼歯 の 1 級関係 は 維持 さ れ て い た ．顎 関

節雑音 は 動的治療中左 側側方歯部 の 咬合が 安定 し た 頃

か ら消失 し，動的治療後 1 年 1 カ 月時 で も疼痛，開 口

障害．顎 関節雑音 な ど の 顎関節症状 は 全 く認 め られ な

か っ た ．

表 1　側 面頭 部 エ ッ クス 線規格写真上 で 測定 し た下

　　 顎 第一大 臼歯 （Mo ）の 遠 心移 動 量 （mm ）

症 　 　例 左 　 　側 右 　 　側

ー

ウ暫
つ」
4

4，82
．〔，

3．23
．3

3．32

，04
，D4
．3

1 ．

考 察

　 上 顎 大 Fr歯 の 遠 心 移動 と比 べ ，

動 に 関す る 報告 は 少 な い ．

主 と して 混合歯列期 の 患 者 に 上 顎 顎 外 固 定装 置 とIII級

ゴ ム を 併用 し下顎大 臼歯の 遠 心 へ の 傾斜移動 を行 い 下

顎 の 軽度 の arch 　length　discrepancyを解消 し て い る．

特に Haas は 45
凵
方向撮影 の セ フ ァ ロ グ ラ ム に よ り下

顎第
一

大 臼 歯遠 心移動 量 に つ い て 検索 し ，下顎大 臼歯

の 遠 心移動 は 主 と し て傾斜移動 に よ る も の で ，片側平

均 2．34mm で あ っ た と報告 し て い る．一
方，花 岡 ら

4’5 ）

は 主 と して 混合歯列期の 反 対咬合 8症例 に 下顎顎外固

定装置を使 用 し，下顎第
一

大 臼歯 の 遠心移動量 に つ い

て セ フ ァ ロ グ ラ ム で 計測 し 片側平均 2，5mm （1．0〜4．5

mm ） の 傾斜移動 と そ れ に 伴 うわ ず か な 挺 出 を報告 し

て い る．しか し こ れ ら の研 究 は す べ て 成長期 の 症例 で

本治療法 に よ る 下顎大 臼歯 の 遠心移動お よ び そ の

適応症 に つ い て の 検討

　　　　　　　　　　　　　下顎大 臼歯 の 遠心移

　　　　　　　　　 こ の う ち Miller2｝，　Haas3 ）
は
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　　症 例 3 　 　 　 　 　 　 　 　 症 例 4

図 17 症 例 1 〜4 ：セ フ ァ ロ グラ ム 上 で の SN 平 面 で の 重 ね 合 わ せ

A ：初 診時 A
’

：再診断時，B ：動 的 治療 終 了時 　C ：最終資料採得 時

あ る た め 下顎骨 の 成長 が あ り，下顎大 臼 歯 の 遠 心 移 動

量 に つ い て 正 確 な評 価 は し て い な い ．Proffitgiは 上 顎

歯列弓 の 場合 で は あ るが ，大 臼 歯 の 遠 心 移動 量 に つ い

て成 長 期 の 症 例 で は 垂 直的成長 に 助 け ら れ 大 臼歯 の II
級関係 が 改 善 さ れ る こ とが 多 く，垂 直的成長 が な い 場

合，隣接す る 第 二 大 臼歯を抜歯 し な い と，顎外固定装

置 を終 日使 用 し て も，上 顎 第
一

大 臼歯 を片側 2mm 以

上遠 心 移動 す る の は難 しい と 述 べ て い る．

　 こ の た め今回 の 研究で は，成人症例 で
一
ド顎第

一
大臼

歯 の 遠心移動量 を セ フ ァ ロ グ ラ ム 上 で 左 右別 々 に 測定

し た．そ の 結果，動的治療終了後 1年以 上 で 片側平 均

3．4mm （2．0〜4，8　mm ） の 遠心移動量 が 保持 され （表
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表 2 パ ノ ラ マ エ ッ ク ス 線写真上 で の 初 診時 （A ） あ

　　　る い は再 診時 （A
’
）の posterior　space （mm ）

症　　例 左 　　側 右　　側

ラ　
ラ

パ

κ

AA

（

（

（

（

ー

ワ自
つ
04

6．54
．54

．29
．1

5．25

．15
．910
．2

1），初診時 の 著 し い III級 の 上 下 顎 第
一

大 臼歯 咬合関係

（3．7〜6．6mm ） が 4症例す べ て で 改善 さ れ ．ほ ぼ 1 級

に 維持さ れ て お り （た だ し，症例 1の 右側が 1．3mm 　II［

級 症例 3 の 右側 が 下顎 との 対合関係を と る た め劃 と

5 の 間 の 空隙 を ブ リ ッ ジ で補綴 し て い る た め III級 症

例 3 の 左 側 に 1．  mm の III級関係 が 残 っ た ）， 過去 の 研

究 と比較 して も本装置 で 十分 な 遠 心移動が可能な こ と

が 示 さ れ た ．さ ら に 本 治 療 法 の 利点 と考 え ら れ る の は，

顎外固定装置 な ど と比較 す る と 患者 の 協力度に依存す

る割合 が 少 な く，確実 に しか も左 右側 に お い て 任意 の

量 の 移動 が 行 え る 点 で あ る．ま た，distal　 cxtension

lingua！arch 単独，あ る い は 顎外固定装置単独 で は そ

の 移動 は 遠 心 傾斜 に よ る もの で あ る の に 対 し，本治療

法 で は セ フ ァ ロ グ ラ ム で の 重 ね 合 わ せ （図 17）か ら歯

冠 の み の 単 な る 傾 斜 移 動 で は な く，あ る 程度 の 歯根 の

移動 を伴 う歯体移動 が行わ れ た と 推測 して い る．こ れ

は マ ル チ ブ ラ ケ ッ ト装置 の ア
ーチ ワ イ ヤーに セ カ ン ド

オ ーダーベ ン ド等 を付与 す る こ と に よ り，歯 の 移 動 が

三 次元的 に コ ン トロ ール さ れ た と 思 わ れ る．こ の よ う

に 本治療法 の 適用 に よ D下顎第三 大 臼歯抜歯症例 あ る

い は欠如症例 で ，図 1 に み られ る よ うな あた か も小 臼

歯抜歯 に 匹敵す る よ う な 多量 の ス ペ ース を
’
ド顎第

一
大

臼歯 と第 二 小 臼 歯の 間 に 作 り出す こ とが 可能 に な っ

た．こ の こ と は こ れ ま で の 小 臼歯抜歯を 中心 と し た 治

療体系 に つ い て 再考 し，歯列 弓 後方部 の ス ペ ース を利

用す る 矯 正 治療に つ い て 検討 す る 必要 を 示 唆 し て い

る．

　次 に 反対咬合症例で の 下顎大 臼 歯遠心移動 の 適応症

に つ い て 考察す る．

　佐藤 ら
’°’11 ）

は，骨格性反対咬合 の 成立 に は
“
ボス テ リ

アーデ ィ ス ク レ パ ン シ ィ
ー”

が 関与 して い る場 合 が 多

い こ と ，小 臼歯抜歯 が 顎関節症 の 誘 因 に な る可能性 が

あ る こ と を 指 摘 し，下顎第二 大 臼歯あ る い は 下顎第三

大 臼 歯 を抜歯 し 下顎 臼歯部を整直 さ せ る こ と を推奨し

て で き る 限 り小 臼 歯抜歯 を 行 うべ き で な い ，と主張 し

て い る．こ れ に 対 し 著者 ら は 抜歯部位 を 決定す る 際 に

は第三 大 臼 歯 も抜歯部位 の 選 択 肢 の 1 つ と して 捉え て

い る が （す な わ ち，第 三 大 A 歯抜歯 に よ っ て 得られ た

ス ペ ース を矯 正 学的歯 の 移動 に 有効 に 利 用 す る こ と を

考え て い る ），　arch 　length　discrepancy ，下顎前歯歯軸・

overjet ，　overbite ，上 下顎骨 の 位置 や 大 き さ，顔貌 な

ど を 総合的 に 考慮 し決定 す べ き で あ る と 考 え て い る．

従 っ て ．こ れ ま で の 臨床結果を検討 し整 理 し た 下顎 臼

歯遠 心 移動適応症 の 条件 は 以 下 の 通 りで あ る ，

　 1）下顎歯列弓 の arch 　length　discrepancyが 小 さ

い （
− 5nlm 以 下 を

・一一
応 0）基準 と して い る ）．

　 2 ）下 顎 前歯舌側傾斜 の 程度 （L −1to 　 mp ） が 一1

SD 以 下 ．

　 3 ） 上
．
ドロ 唇 の 突 出感 が 少 な い ．

　 4 ）上 下顎 第
一

大 臼 歯 の 咬合関係 が III級関係 を呈 す

る．

　 5 ） F顎第二 大 Fr歯 の 後方 に 臼 歯遠 心 移動 に 必要な

ス ペ ース が 存 在 す る ，特 に 5 ） の 項 目の 歯 の 移動可能

な歯槽骨の 領域 に つ い て は ，
Lundstrdm の 歯槽基 底論

に 代表 さ れ る よ う に 主 と し て 前方部 お よ び側方歯部 に

つ い て 多 くの 議論 が 行 わ れ て き た が，下 顎 第 二 あ る い

は 第三 大 臼歯 よ り後方領域 に つ い て 行 っ た 議論 は 少 な

い ．こ れ ま で の 下顎大 臼歯遠 心 移動 の 研究 で も移動 量

に つ い て 報告 は さ れ て い る が ，移動量 の 限 界 に つ い て

の 考察 は ほ とん ど な さ れ て い な い ．著者 ら の 臨床的経

験 で は，下顎大臼歯 の 遠 心 へ の 最大移動 量 は片側 約 5

mm 　程度 で あ っ た ．こ の こ と か ら 現 在 ，
　 p   s匸erior

space が 5mm 以 下 の 場合 は posterior　space を 遠 心・

移動可能な 最大量 と し，posterior　space が 5mm 以

上 の 場合 は 片側 5mm を遠心移動可能 な最大 量 と し，

posterior　space を下顎大 臼歯遠心移動量 の 限界値 の

凵安 と し て 設定 して い る （表 2）．こ れ は 谷 田 部 の M3

index を modify し た も の で ，通常 の 側面 セ フ ァ ロ グ

ラ ム
12 ）

で は 左 右 の 内斜線 が 重な っ て 計測 し に くい の に

比 べ パ ノ ラ マ エ ッ ク ス 線写真 を 用 い る の で 左右 の 計測

が 容 易 に 行 え る こ と，また 45屶 向撮影 の セ フ ァ ロ グ

ラ ム
3
ぽ り簡便 に 入 手で き る，な どの 利点 が あ る．しか

し ，谷 田 部
巳

や 土 田
13 ｝

が 指摘 して い る通 りパ ノ ラ マ エ ッ

ク ス 線 写 真 の 規格化 が 難 し い こ とか ら そ の 正 確性 に っ

い て は十分考慮 す る 必 要 が あ る．ま た ，こ の よ う に し

て 計測 され た posterior 　space の す べ て が実際 の 下顎

E「歯 の 遠 心 移動 に 利用 で き る の か ，posterior 　space の

量 と 遠心移動 し や す さ と の 関係．な ど に 関し て 詳細 な

データ
ーは な く今後 の 検討 が 必要 で あ る．

II．本治療法 と こ れ まで の 治療法 との 比較，お よび今

　　 後の 課題

　 こ れ ま で の 下 顎 前突 に お け る 非抜歯 に よ る 治療 法

は，主 と し て 上顎前歯 の 唇側傾斜に よ っ て 前歯部被 蓋

の 改善を図 る た め そ の 適応症例 が 限 られ て い た ．こ の

た め ，過去 に お い て も extension 　lingual　archi ），こ れ

に 類 す る もの
6’η ，あ る い は 下顎 顎 外固定装置

4
亀 な ど

に よ り下顎大臼歯 の 遠心 移動 を試 み た 症例 が 報告 さ れ

て い る が ，い ずれ も断片的 で ，動的治療終 了 以 後 ま で

体 系立 て て報告し た の は，佐藤 ら
16’17）

の み で あ る．こ れ

は， 1） こ れ らの 装置 を単独 で 使用 して い る た め十分

な遠心移動量 が 得ら れ な か っ た こ と， 2 ） 下 顎 歯列 弓

後方部 の ス ペ ース を積極的 に 利用 し よ う とす る 意図が

十分 で な くそ の 適応症 に つ い て の認識 も 少 な か っ た こ
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と，な ど に よ る もの と思 わ れ る ．

　 こ れ に 対 し，本 治 療 法 で は extension 　lingual　 arch

とマ ル チ ブ ラ ケ ッ ト装置の 組 み 合 わせ に よ り
一
ド顎 大 臼

歯 を積極 的 に 遠 心 移動 し た た め ，そ の 適応範囲 は 遥 に

拡大 さ れ た ．また 抜歯症例 の よ うに 歯列弓の 連続性 が

断 た れ な い た め ，歯根の パ ラ レ リ ン グ の 不足 な どの 問

題 も起 こ り に くい ．こ の よ うに本治療法 は，こ れ まで

有効 に 利 用 さ れ る こ と の 少 な か っ た 下顎 歯列 弓後 方部

の ス ペ ー
ス を十分活 用 す る こ とが で き．そ の 結果抜歯

治療 と非抜歯治療 の 長所 を併 せ もっ た 新 し い 治療体系

と な りうる 可能性が あ る ．

　 次 に 今回提 示 し た 4 症例 の 治療結果 か ら本治療法 の

治癒機転 に つ い て 考察 す る．症例 に よ っ て 多少の 差 は

あ る もの の セ フ ァ ロ グ ラ ム の 重 ね 合 わ せ な ど か ら，下

顎大臼歯 の 十分 な 量 の 遠心移動 下顎大 臼 歯 の 挺出 を

伴 う舌側傾斜，上顎大 臼歯の 近 心 移動 と 挺出，上 顎 前

歯 の 唇側傾斜，前歯部被蓋 の 改善 に 伴 う下顎 の 後 方移

動 な ど に よ る も の で あ る こ と が 示 さ れ た．こ の う ち ，
前歯部被蓋 の 改善 と 臼歯部咬合 の 再構築 に 特 に寄 与 し

た の は，下顎 臼 歯 の 遠 心 移 動 に よ っ て 得 られ た ス ペ ー

ス を利用 した 下顎 前歯の 舌側移動 で あ り， こ れ は 主 と

し て distal　extension 　lingual　arch と マ ル チ ブ ラ ケ ッ

ト装置の 併用 に よ る と こ ろ が 大 きい ．下顎前歯 の 舌側
傾斜 に つ い て は本治療法 の 適応症 と考え られ る症例 で

小 臼 歯抜歯 を行 っ た 場 合 に 予 想 さ れ る 著 しい 舌側傾斜

と異 な り，各症例 の 治療段 階 A （あ る い は A
’
〉か ら C

へ の 変 化 は症 例 1 で 73．5
’
→ 74．S

°
（本症例 で は 下顎前

歯 は 舌側傾斜せ ず挺 出を伴 う後方 へ の 歯体移動 を 示 し

た ）．症 例 2 で 92．6
”
→ 88．6

’
，症 例 3 で は 87．O

’→

84．2
°
， 症例 4 で は 89．7e→ 84．8

’
と下顎前歯 の 舌側傾斜

を抑制 す る こ とが で き た．

　 さ ら に ， 1級 関係 の 獲得 に は 上 顎第
一

大 臼 歯 の 近 心

移動 前歯被蓋 の 改善 に は上 顎前歯 の 唇側傾斜 と下顎

前歯 の 挺出 な ど が 寄与 して お り，こ れ は 主 と して III級
ゴ ム の 作用 に よ る も の と考 え られ る．また，III級 ゴ ム

に は 下顎大臼歯 の 遠心移動 の相反 力 に よ りマ イナ ス の

overjet が 悪 化す る の を防 ぐ作用 も あ る．しか し 成 人

症例 で III級 ゴ ム を長期間使用す る こ と は，　 Canutl4）が

指摘 して い る よ うに 下顎 前歯 お よ び 上 顎大 臼 歯 の 挺 出

を促 し再発 の 原因 に な り，望 ま し くな い とい う意見 も

あ る．こ の た め 症例 に よ っ て は，こ れ らの ゴ ム に 代 わ

る もの と して ，短期 間 J−hook タ イ プ の 顎外力 を下 顎

前歯部 へ 適 用 す る こ と や 垂直 ゴ ム の 使 用 も考 え て い

る．

　
一

方，反対咬合 で の 下 顎 第 二 大 臼 歯あ る い は 第三 大
臼歯抜歯 に よ る 治験例 と し て は，KimLS ）

の 考案 し た

MEAW 　technique を 応 用 し た Sato ら
】6”lsl

の 報告 が

あ る．彼 ら は そ の 治癒機転 を大 臼歯 の 圧下 と 整直 お よ

び 咬合平面 の コ ン トロ
ー

ル に よ る もの と主 張 して い る

が，Rubin が Sato 論 文
16 ，

の 論評 で 指摘 し て い る通 り，
垂 直 ゴ ム とIII級 ゴ ム の 長期使用 に よ る 下顎前歯 の 挺 出

と下 顎 の 後方回転 が その 改善 に か な り寄与 し て い る と

思 わ れ る．これ は MEAW 　technique が Kim に よ っ

て 開咬 の た め の 治療 法 と し て 考案 さ れた経緯 を考え れ

ばや む を え な い こ と で あ ろ う．著者 ら の 治療法 で は，
III級 ゴ ム は 下顎前歯 の 唇側傾斜 を 防 ぐた め に 補助的 に

使用 し た もの で，前述 し た よ うに 症例 に よ っ て 他 の 力

系 に 代 え る こ と が 可能 で あ り， こ れ に よ る 下 顎 前歯 お

よび上 顎 大 臼歯の 挺 出を Sato らの 報告 と比 べ て 軽度

に す る こ とが で き る と考え て い る．

　次 に 治療後 の 安定性 に つ い て 考察 を加 え る ．今回 提

示 し た 4 症例 の う ち 症例 1 は保 定 終 了 後 1 年 6 カ 月

（動的 治 療 終 了 後 2年 1 カ 月）経過 し，下顎 正 中線 の 左

偏 （0．5mm ）と 右側 犬 歯 の 咬 合 が 緊密 で な い な ど の変
化が み ら れ た が，臼 歯部で は ほ ぼ安定 した 咬合 が 得 ら

れ overjet ，　overbite に も変化 は な い ．症例 2〜 4 は 器

械的保定 中 で は あ る が 動的治療後 そ れ ぞ れ ユ年 1 カ

月， 1年， 1 年 1 カ 月経過 し て お り前歯部，臼 歯部 と

も 咬合 は安 定 して い る ．ま た 遠心 移勤 し た 下顎大 臼歯

もセ フ ァ ロ グ ラ ム ．ヒで 動的治療終了時 と比較し て ほ と

ん ど変化 せ ず（図 7），上 下顎第一
大臼歯 の 咬合関係 も

ほ ぼ 1 級 （症例 3 で は 第
一

大 臼 歯の 咬合関係 は 1．O
mm と 軽度 の Class　III） に 保持 さ れ て い た．

　以．ヒ．骨格性反対咬合の ほ と ん ど が 佐藤 らの 言 うよ

う に 小 臼 歯抜歯禁忌 の 症例 で あ る と は 考 え に くい が ，
こ れ ま で 小 臼 歯抜歯 で 治療 さ れ た 反 対咬合症例 の

一
部

は，下顎臼歯遠心移動法 に よ っ て よ り容 易 に 良好 な 治

療結果 が 得 られ る こ とが 示 唆 さ れ た．
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